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武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

（
塩
原
且
宏
組
合
長
）
は
、
４

月
５
日
（
金
）
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
平
成
２５
年
度
第
４１

期
定
期
総
会
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
し
た
。
総
会
で
は
、
島
村

徳
之
理
事
の
司
会
の
も
と
塩
原

会
長
が
「
昨
年
は
組
合
創
立
４０

周
年
の
節
目
に
記
念
式
典
や
記

念
誌
発
行
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
成
功
の
う
ち
に
終
了
。
皆

さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

少
数
精
鋭
の
組
合
と
し
て
今
年

も
心
機
一
転
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
、
昨
年
亡
く
な
ら

れ
た
故
・
海
老
澤
一
光
氏
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
議
案
の

平
成
２４
年
度
事
業
報
告
・
会
計

報
告
、
同
２５
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
等
が
上
程
さ
れ
、
審
議

・
採
択
さ
れ
た
。
続
い
て
、
田

中
副
組
合
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

退
任
届
を
受
理
す
る
こ
と
と

し
、
後
任
の
副
組
合
長
に
島
村

徳
之
理
事
が
就
任
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

終
了
後
の
懇
親
会
は
島
村
新

理
事
の
司
会
の
も
と
ス
タ
ー

ト
、
吉
野
相
談
役
か
ら
「
昨
年

は
充
実
し
た
記
念
事
業
を
完
遂

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
が
ん
ば
り
を
今
年
に
引
き
継

い
で
い
こ
う
！
」
と
開
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
、
塩
原
組
合
長
が

登
壇
し
て
挨
拶
し
た
。

「
本
日
、
第
４１
期
総
会
を
無
事

と
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

昨
年
は
４０
周
年
記
念
事
業
の
な

か
で
座
談
会
�
こ
れ
で
い
い
の

か
、
こ
の
業
界
�
を
実
施
し
、

タ
イ
ル
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課

題
を
語
り
合
い
ま
し
た
が
、
私

は
若
手
技
能
者
の
育
成
に
尽
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
仕
事
量
は
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
誰
が
担
う
の
か
。

若
手
の
い
な
い
業
界
の
行
く
末

は
心
配
で
す
。
武
蔵
野
は
１３
社

の
小
さ
な
組
合
で
す
が
、
友
宜

団
体
の
皆
さ
ん
は
じ
め
メ
ー
カ

ー
・
商
社
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

せ
て
こ
の
１
年
、
元
気
い
っ
ぱ

い
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」

次
い
で
来
賓
の
友
誼
団
体
代

表
か
ら
激
励
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

「
昨
年
の
記
念
事
業
は
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
今
年
、
日
タ
煉

で
は
社
会
保
険
未
加
入
対
策
に

取
組
み
、
若
手
育
成
の
た
め
に

技
能
検
定
タ
イ
ル
張
り
３
級
試

験
の
実
現
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
組
合
同
士
の
連
携
を
深
め

前
向
き
に
進
み
ま
し
ょ
う
。」

（
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
協
同
組
合
・
矢
部
理
事
長
）

「
桜
の
季
節
に
は
城
西
組
合
さ

ん
を
交
え
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
汗
を
流
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

騒
い
で
も
建
設
産
業
に
は
そ
の

恩
恵
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
が
、

真
面
目
に
健
全
経
営
を
図
っ
て

い
れ
ば
い
つ
か
は
報
わ
れ
る
は

ず
で
す
。」（
東
京
タ
イ
ル
築
炉

業
協
同
組
合
・
館
理
事
長
）

「
研
修
会
や
モ
ザ
イ
ク
教
室
な

ど
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
技
能
士

会
に
も
ぜ
ひ
入
会
さ
れ
立
派
な

技
能
者
か
つ
経
営
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。」（
東
京
都
タ

イ
ル
技
能
士
会
・
桑
原
会
長
）

ま
た
問
屋
さ
ん
を
代
表
し
て

は
㈱
梅
村
タ
イ
ル
店
・
梅
村
会

長
か
ら
「
市
場
が
外
装
に
大
き

く
変
化
し
た
中
で
、
な
ん
と
し

て
も
も
う
一
度
内
装
に
タ
イ
ル

を
復
活
し
た
い
。
生
き
残
る
た

め
に
我
々
問
屋
も
メ
ー
カ
ー
、

工
事
屋
さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ
て

な
ん
と
か
夢
の
あ
る
業
界
に
」

と
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
田
中
理
事
の
乾
杯

の
発
声
で
幕
が
上
が
り
、
宴
席

で
は
各
位
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
交

歓
が
広
が
っ
た
。
後
半
は
若
手

の
島
村
理
事
の
進
行
で
恒
例
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
、

豪
華
景
品
を
手
み
や
げ
に
終
宴

の
時
を
迎
え
た
。
最
後
は
、
小

倉
理
事
の
〆
、
秋
葉
相
談
役
の

「
奉
仕
と
サ
ー
ビ
ス
の
精
神
を

忘
れ
ず
に
」
と
の
印
象
深
い
閉

会
の
辞
を
も
っ
て
散
会
し
た
。

少
数
精
鋭
で
今
年
も
元
気
一
杯
の
が
ん
ば

り
で
乗
り
切
ろ
う
�

武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合
総
会
＆
懇
親
会
か
ら

総会のもよう

東
タ
協
・
矢
部
理
事
長

塩
原
組
合
長

第１９９号

〒１６２－０８４３
東京都新宿区市谷田町

２丁目２９番地

梅
村
タ
イ
ル
店
・
梅
村
会
長

東
タ
築
・
舘
理
事
長

懇親会参加者の皆さん

�０３－５２２５－６４６６
�０３－５２２５－６４７７
東京都タイル煉瓦
工事工業協同組合内

東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会

東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会
は

第
４２
回
総
会
を
４
月
１７
日（
水
）

東
京
・
文
京
区
の
シ
ビ
ッ
ク
ホ

ー
ル
会
議
室
に
て
開
催
。
島
村

理
事
の
司
会
で
菊
池
相
談
役
が

開
会
宣
言
、
桑
原
哲
夫
会
長
が

挨
拶
し
た
。

「
当
会
の
活
動
は
、
技
能
・
技

術
の
向
上
を
め
ざ
し
た
研
修
や

講
習
を
主
た
る
事
業
と
し
て
い

ま
す
が
、
モ
ザ
イ
ク
教
室
等
の

も
の
づ
く
り
体
験
指
導
の
活
動

が
増
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
１

月
に
新
宿
駅
西
口
広
場
に
て

『
匠
の
技
展
』、２
月
に
は
幕
張

メ
ッ
セ
で
『
も
の
づ
く
り
立

国
』
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
総
会

で
は
、
私
は
会
長
を
退
任
し
、

技
能
検
定
等
で
長
く
活
躍
さ
れ

て
き
た
金
澤
氏
に
後
を
託
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

次
い
で
伊
奈
相
談
役
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
事

業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
、
役
員
改
選
に
伴
う
新
役

員
体
制
を
審
議
、
原
案
通
り
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
度
、
新
会
長

に
就
任
し
た
金
澤
久
雄
会
長
が

新
任
の
挨
拶
を
行
な
い
、
総
会

宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同

組
合
・
矢
部
理
事
長
か
ら
「
技

能
検
定
３
級
の
創
設
に
技
能
士

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
」
と
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
て
終
了
し
た
。

続
い
て
、
近
代
建
築
に
お
け

る
タ
イ
ル
の
躯
体
保
護
機
能
を

調
査
研
究
し
て
い
る
、
東
京
理

科
大
学
建
築
学
科
・
今
本
啓
一

准
教
授
を
講
師
に
お
迎
え
し

「
軍
艦
島
構
造
物
の
劣
化
調
査

と
タ
イ
ル
の
保
護
効
果
」
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
東
京
大
学
及

び
学
習
院
大
学
で
行
な
っ
た
調

査
結
果
と
比
較
対
照
し
な
が
ら

講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
シ
ビ
ッ
ク
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
変
え
て
、

賛
助
会
員
、
友
宜
団
体
代
表
の

参
席
の
も
と
懇
親
会
と
な
っ

た
。
井
口
副
会
長
の
司
会
で
、

長
岐
副
会
長
の
開
会
宣
言
、
金

澤
新
会
長
か
ら
「
歴
代
会
長
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
８
代
目

の
会
長
と
し
て
技
能
士
の
集
団

ら
し
く
前
進
し
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

来
賓
の
東
京
都
技
能
士
会
連
合

会
・
杉
本
副
会
長
、
神
奈
川
県

タ
イ
ル
築
炉
技
能
士
会
・
小
泉

会
長
、
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組

合
の
塩
原
組
合
長
、
東
京
タ
イ

ル
築
炉
業
協
同
組
合
・
重
田
副

理
事
長
か
ら
タ
イ
ル
技
能
士
会

に
続
々
と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
、

「
と
も
に
タ
イ
ル
の
復
興
を
」

と
激
励
が
あ
っ
た
。
続
い
て
新

井
顧
問
の
乾
杯
で
開
宴
。
歓
談

の
な
か
、
賛
助
企
業
さ
ん
の
紹

介
と
挨
拶
が
あ
り
、
宴
た
け
な

わ
の
中
、
菊
池
相
談
役
の
中
締

め
、
陸
田
相
談
役
の
閉
会
の
言

葉
で
終
宴
の
と
き
を
迎
え
た
。

金
澤
新
会
長
の
も
と

技
術
技
能
の
向
上
を
は
か
り
、

タ
イ
ル
の
復
興
を
�

東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会
総
会
・
懇
親
会
か
ら

元気のいい乾杯！

桑原前会長金澤新会長

講師の東京理科大・

今本准教授

東タ協・

矢部理事長
総会のもよう

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

懇
親
会
（
乾
杯
）

武蔵野・

塩原組合長

東タ築・

重田副理事長

（４）平成２５年５月１５日東 タ 連 広 報第１９９号


